The Newly Discovered Letter of Tsuchida Bakusen to the Tōdaiji Temple and His Painting, Sange by Igarashi, Masumi
  
土田麦僊の東大寺宛書簡と「散華」について 
 
五十嵐 潤美 
 
 
The Newly Discovered Letter of Tsuchida Bakusen to the Tōdaiji Temple and 
His Painting, Sange 
 
Masumi IGARASHI 
 
要旨 
 日本画家、土田麦僊は大正 3 年に奈良の古社寺・博物館などをめぐり古美術の調査を行っ
た。その成果をもとに制作されたのが同年の文展出品作「散華」である。近年、その調査に
協力した東大寺に麦僊が送った礼状が発見された。この書簡から麦僊の出品前後の活動がわ
かる。また、この書簡を手掛かりとして、同時代の他の資料を合わせて考察し、「散華」は文
展運営や既成の画壇を批判し、日本画の改革を強く望んでいた画家の葛藤の結果として制作
されたものであったことを読み解く。 
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はじめに 
 本論は京都の日本画家、土田
つ ち だ
麦僊
ばくせん
（本名土田金二、明治 20(1887)年生－昭和 11(1936)
年没）が東大寺に送った書簡を、機会を得て初めて紹介するものである。書簡は受取人の関
係者宅に保管されていた。ここではこの新出書簡を読み解き、その内容を当時の麦僊の画業
や活動の中に位置づけ、さらに書簡中に言及された作品「散華」の制作背景についても合わ
せて考察する。 
 
土田麦僊について 
 麦僊は近代京都画壇の変革期に活躍した日本画家である。出生地である新潟県佐渡
島で少年期から画業を志したが叶えられず、16 歳で京都に出る。翌年の明治 37 (1904)年、
当時京都画壇の新世代と目されていた竹内栖鳳に入門し、栖鳳や同門の画家たちと新しい時
代の日本画を模索し始めた。当初、文展など官展を中心に活動し、広く認められるが、大正
7 (1918)年、新たな芸術運動を起こそうと国画創作協会を設立する。その後、国展・帝展で
活躍し 49 歳で没するまで京都画壇を支え続けた。1 
                                                  
1 麦僊については数多くの研究書があるが、1997 年に開催された大規模な回顧展の図録が参
考になる。また巻末に詳しい参考文献リストがある。東京国立近代美術館編『土田麦僊展』
（東京：日本経済新聞社, 1997）。 
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 書簡の概要と言及作品 
 書簡の宛名は、東大寺 199 代別当を務めた清水公
こう
俊
しゅん
である。表書きは「奈良市東
大寺内 清水光俊様」と読める(図版 1)。「公」が「光」となっているが、東大寺別当であっ
た清水公俊であると考えるのが妥当であろう。封筒裏に残る消印から日付は「3 年 10 月 26
日」とわかる(図版 2)。大正 3 年か昭和 3 年かであるが、麦僊は大正 3 年に作品制作の調査
のため二度にわたり奈良に滞在し、博物館や東大寺などの寺社で仏像仏画の研究をしている
ことが知られており、後述する内容からも大正 3(1914)年と考えられる。2 
 内容は作品制作の忙しさからの無沙汰を詫び、また作品制作への力添えに対して礼
を述べるものとなっている。この時言及されている作品は文展に出品して合格したと報告し
ている。また郷里佐渡の父親を見舞いに帰郷中であることも知らせている。数日内に京都に
帰るので、間もなく開かれる京都文展（11 月 25 日から半月間とある）の頃に京都にお越し
なら是非お立ち寄りください、と結んでいる(図版 3)。 
 大正 3 年の東大寺所蔵作品研究の結果として制作され、文展に「合格」した麦僊作
品の題名は書簡中には言及されていないが、「散華」と考えて間違いない(図版 4)。この作品
は仏教に主題を取ったもので、中央に 6 曲、その左右にそれぞれ 2 曲の屏風を配する 3 隻の
大作である。同年の秋に第 8 回文展に出品され褒状を受けた（現在、大阪新美術館建設準備
室所蔵）。3 
 
散華の制作背景について 
 主題となっている散華は仏教の儀式で行われるもので、寺院で法要の際に蓮の花び
ら(現在は紙で代用)を撒くことをいう。仏を讃えて天が花を降らせたという故事にちなむも
ので、麦僊の「散華」では現代仏教の儀式としての散華の描写ではなく、仏の来迎を讃えて
花を撒く菩薩の姿が描かれる。画家はこの作品の下図制作中に作品の構想について、「本年の
図題は散花といふので二人の菩薩が中央に花筥を持ってまって居ます、左右には各々二人の
僧侶が合掌して居る極く古典的なものです」と語っている。4 中央の 6 曲屏風では二人の半
裸の菩薩が花かご（花筥）を持って舞いながら、花びらを散らしている。その花びらが左右
の 2 曲屏風の画面の中にも舞い落ち、中央の菩薩にやや体を向ける形で立つ 4 人の僧侶たち
の空間とを有機的に結び付ける役割を果たしている。 
 本人が「極く古典的なもの」と呼ぶこの主題を構想するため、麦僊は奈良に滞在し
寺院や博物館で仏画や仏像を研究している。まず大正 3(1914)年 4 月中旬から 25 日頃まで奈
良に滞在し、一度京都に帰った後、再び 5 月 25 日に奈良を訪れ、しばらく滞在した。5 特に
5 月末の二回目の滞在時は京都大学の知人の紹介状があったため、東大寺で作品閲覧、模写
の、また博物館では撮影の便宜を図ってもらい、存分に作品研究をしたようである。6 数々
の名作に触れ、「今尚昂奮して居る程驚嘆しました」と感動を隠さない。7「暫らくは専心奈
                                                  
2 内山武夫編「年譜」『土田麦僊展』, p. 172. 
3 日展史編纂委員会『日展史３』（東京：日展, 1980）, p. 274. 
4 土田麦僊「野村一志宛書簡大正３年７月５日付」田中日佐夫「土田麦僊の野村一志あて書
簡」『美學美術史論集』第四輯第二部 1984 年 8 月成城大學大學院文學研究科 p. 53. 
5 5 月 30 日付野村一志宛書簡で「帰京の時日は確定して居ません」とある。田中, p. 53. 
6 田中, p. 52-53. 
7 田中, p. 52. 
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 良朝の研究に耽ろうと思って居ます」、「一年位ゐこゝ(奈良)に滞在して十分の研究をしたい
位ゐに思って居ます」8というほど、奈良での古美術研究に没頭していた。知人らに宛てた書
簡の中で言及されている研究対象は、博物館の古彫刻(興福寺の十大弟子像含む)、法隆寺の
観音像、東大寺の「倶舎曼荼羅」（図版 5）、同じく東大寺良弁堂の良弁坐像などであるが、
中でも「倶舎曼荼羅」は何日もかけて模写をしている。9 このことから、これまで研究者た
ちは「散華」の僧侶部分に「倶舎曼荼羅」模写の成果をみている。10 
 「倶舎曼荼羅」は平安時代の東大寺学侶であった覚樹によって倶舎宗が復興された
頃（12 世紀）に制作された貴重な作品で、現在国宝に指定されている。11 中央の釈迦三尊像
を円形に取り囲むように 10 人の倶舎宗祖師が配されている。天平時代に制作された図像を
平安時代に写して制作されたと考えられているこの祖師像は、痛みが激しく細部に不明な点
があるものの、麦僊の「散華」の僧侶に類似点を見出すことができる。一見して明らかな法
衣の意匠の類似以外にも、例えば「散華」左から二人目の僧は「倶舎曼荼羅」の目連尊者の
手のしぐさ、「散華」右隻の僧二人のポーズは「倶舎曼荼羅」の世友尊者、舎利弗尊者と類似
しており、「散華」は「倶舎曼荼羅」模写の成果として構図研究したものだと言えるのである。 
 仏教主題に際して古画を研究するこの態度は、麦僊の師である竹内栖鳳にも見られ
た。明治 43(1910)年大谷光演から東本願寺大師堂門（現御影堂門）の天井画の依頼を受けた
栖鳳は、麦僊ら弟子と共に「散華」と題する絵画に取り組んだ。残念ながら諸般の事情でこ
のプロジェクトは完結せず、下絵のみが残されている（図版 6、現在、京都市美術館所蔵）。
しかし構想段階で栖鳳は徹底した古画研究を行っている。長浜大通寺、法界寺の飛天のほか、
東京美術学校にあった高野山有志八幡講十八箇院所蔵「阿弥陀聖衆来迎図」の模写が研究対
象となった作品として知られている。12 その 4 年後、麦僊が同じ古典的主題を選ぶに際して
古画研究に取り組んだのは、栖鳳が作品を構想していく過程を間近で見た経験があったため
と考えられる。 
 次に、中央隻の舞う菩薩であるが、仏教主題にしては官能的な身体表現は麦僊の裸
体モデル研究の成果であった。モデル不足に悩む麦僊が新聞広告でモデルを募集したところ、
20 名近くの応募者があり、申し分のないモデルを得ることができたという逸話は、知人への
書簡にも述べられており、多くの研究者たちが引用しているところである。13 しかしこのよ
うな裸体モデルの使用とその難しいポーズのスケッチも、やはり師栖鳳の「散華」プロジェ
                                                  
8 田中, p. 52-53. 
9 これら以外にも例えば麦僊による大安寺の勤操肖像の写しが残っている。John D. Szostak, 
Painting Circles: Tsuchida Bakusen and Nihonga Collectives in Early 20th-Century 
Japan (Leiden: Brill, 2013), pl. 38, p.75. また同時代の画家上村松園はその麦僊追悼文
の中で、麦僊が奈良の古美術専門の写真家工藤精華のところへ通って「散華」の材料を手
に入れたという話を紹介している。上村松園『青帛の仙女』(東京: 同朋舎出版, 1996), p. 96. 
10 弦田平八郎「土田麦僊の書簡 友人・野村一志宛」『三彩』no.225, 1965 年, p. 42; 島田康
寛「散華作品解説」『土田麦僊展』, p. 55. 
11 倶舎曼荼羅の最新の研究については以下を参照されたい。谷口耕生「倶舎曼荼羅と天平復
古」林温編『仏教美術論集１ 様式論：スタイルとモードの分析』（東京：竹林舎, 2012）
p. 137-156. 
12 貝田圭子「竹内栖鳳の人体表現－東本願寺御影堂門天井画を中心に」『実践女子大学美學
美術史學』vol. 27 (2013), p. 97. 
13 島田「作品解説」, p. 55. 
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 クトに見られていた。栖鳳は東京から裸体モデルを連れてきて、西洋画家のような人体デッ
サンをしている。14 貝田圭子氏は残されたデッサンの表現が多様であることから、複数の絵
描きの手の存在を指摘している。15 このプロジェクトに関わった弟子の麦僊も、このデッサ
ンに参加した可能性は十分考えられる。このときの栖鳳作品はタイトルは同じでも、後の麦
僊のものとは構図が全く異なっているため、麦僊の「散華」は全く別に構想されたとみるべ
きであろう。しかしながら、仏教主題を古画の研究に基づいて構想したという点に加えて、
殿上人を描くのに裸体モデルを研究した点で、麦僊は師匠の制作態度を踏襲していると言え
るのである。 
 この菩薩像の斬新さは、従来の仏教絵画にはない裸体モデル研究に基づいたものであ
るが、柏木加代子氏はここに麦僊の西洋絵画研究の結果を見ている。麦僊は明治 42(1909)年か
ら 2 年間、京都市立絵画専門学校別科でヨーロッパ絵画理論を学び、それを日本画の改革に役
立てようとしていたのである。16 柏木氏は舞う菩薩のダイナミックな運動を、ルーベンスの「レ
ゥキッポスの娘たちの掠奪」を意識したようなリズミカルな動きだと述べている。17 また、本
江邦夫氏は「散華」の前年の作品、大正 2(1913)年の「海女」（現在、京都国立近代美術館所
蔵）にゴーガンの影響を指摘している。このように麦僊は西洋絵画研究を新しい日本画の契
機にしたことから、筆者は更に付け加えて、この「散華」菩薩の動きに 1909 年制作のマテ
ィスの「ダンス」への意識をみることもできると考える。実際、麦僊は大正 2 年の知人への
書簡でマティスの絵について触れている。18 麦僊は新しい時代の日本画を模索して西洋美術
をよく研究し、後には念願の渡欧も果たしているのである。 
 上記の様に「散華」は、麦僊の古画の研究による古典的主題の制作、裸体モデルの
研究による人体表現、西洋画研究による日本画革新の試みが組み合わされたものだと考える
ことができるが、そこには麦僊が数年来抱き続けた文展への失望と批判が表れている。明治
44(1911)年 12 月、後援者の一人であった新潟県の関真次郎に宛てた書簡の中で、麦僊は文
展を「文展といふ処は平凡な画と無難の画しか取らない。そうして俗臭粉々たる処ですから、
我々も止むを得ず、文展向きのする画を制作せなければなりません。」と批判し、仲間ともっ
と自由な展覧会(仮面会 ル・マスク)をする計画を述べている。19 また「散華」制作前年の
文展出品作「海女」については、出品前に師栖鳳に「文展にはかなり危険だと注意され」た
が、あえてその主題に挑戦したことを、支援者で友人の野村一志に書き送っている。20 そし
て「色彩などもかなり強烈に思ひ切ってやりましたから鑑査の時など物議を起しそうです（野
村宛）」と予想している。21 文展会場を訪れた後は、「なさけない程つまらない絵計りで
す、・・・（中略）来年からは文展に反抗した展覧会を開くより外ありません、実につまらな
                                                  
14 貝田, p. 100-101. 
15 貝田, p. 100. 
16 柏木加代子「土田麦僊の芸術に内在する学識と西洋絵画の影響」『京都市立芸術大学美術
学部研究紀要』第 55 号(2011), p. 19. 
17 柏木, p. 17-18. 
18 田中, p. 34. 麦僊は野村一志への書簡中で、小杉未鉦のマティス評が面白いと言及している。 
19 加藤僖一「土田麦僊の書簡（一）」『新潟大学教育学部紀要』第 25 巻第 2 号（人文・社会
科学編）(1984), p. 54. 
20 田中, p. 36. 
21 田中, p. 38. 
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 い生気のないモー見る必要がありません、我々のは審査員がビックリする筈です（野村宛）」
と書いている。そして麦僊が予想した通り、「自分の（「海女」）は審査員もビックリしたそう
です。自分等が真剣に自然を描いて居るのに、老人の審査員には不思議に見えて仕方がない
のでせう。全く愍れに思はれます。無論審査の結果も悪いに違いありません。（関宛）」と批
判とともに受賞の自信のなさも吐露している。22 麦僊は明治 41(1908)年の第 2 回文展に「罰」
を出品して一度 3 等賞を受けているものの、再びの受賞を願っていたのである。結局、「海
女」は入選のみで、受賞はかなわなかった。翌年 2 月に「断然文展を捨て社会に脊
ママ
きて素朴
なる田舎に純なる製作を続けたく種々苦悶致し候へ共兎も角本年丈け一年尚文展製作を試む
る考へに御座候 もとより文展製作は悉く第二義的のものたるは免かれぬ所に御座候（野村
宛）」として、文展を批判しながらも、やはり画家として文展での受賞という栄誉への未練も
あったことをうかがわせる。23 麦僊はこのような転換期に、最後の文展出品と覚悟を決めて
「散華」制作にとりかかったのである。  
 麦僊は「散華」の最初の構想段階で、文展審査員の傾向を考慮して古典主題を選び
ながらも、やはり自らの目指す芸術を主張したいという欲望との板挟みとなっていた。5 月
の段階で秋の文展出品について次のように書いている。 
「文展の題材は尚申上ける処迄参りませんが昨年とは全然異なったそうして大に古
典的なものを描いて見様と思って居ます、尤も自分の不得手なものなので鑑査を危険
に思っては居ますが、尚今一つは通俗的に受けのよさそうなもので又甘く行くにもき
まってるし審査受けも大によしといった風なものですが何んだかそんなものは興が
向かないので矢張思ったものを描くかも知れません、兎に角文展といふものと自分の
主張通りの画を出品して飽迄喧嘩して行くか又大に妥協して行くか自分の態度に迷
ふて居ます（野村宛）」24 
その後の制作過程では、先に見たように奈良美術研究に没頭していくのであるが、自作への
自信と審査員への不信が交錯した書簡を残している。ある時は「小生のも本年のはかなりの
自信を持って居り候」と述べ、また他の時には「下らぬ審査員等を気にするよりも芸術の第
一義に立脚し真の芸術品を遺す為に努力せねばならずと考へ申候」と葛藤を見せている。25 
このような葛藤は出品後も続き「一ヶ月足らずの日数で屏風三ツといふのですから到底無理
でした、しかし中央の菩薩丈はかなり自信を持って居ます、今は只結果が気遣はれる丈です」
と審査を気にしている。26 その上、もし入選しなければ、再興されたばかりの日本美術院の
方に出品しようかとまで、言っている。27 結果的には入選を果たし、褒状を受けるのである
が、「褒状より上がらぬ男と相見え申候」と不満を漏らしている。28 しかしながら、この年
で文展出品はやめるといいながらも、結局、翌年「大原女」（現在、山種美術館所蔵）を出品
して、ついに再びの 3 等賞を受けるのである。 
                                                  
22 加藤, p. 59. 
23 田中, p. 46.  
24 田中, p. 51. 
25 田中, p. 55. 
26 田中, p. 56. 
27 田中, p. 57. 
28 田中, p. 59. この時の受賞は 2 等賞 6 作品、3 等賞 12 作品、褒状は麦僊を含め 28 作品と
なっている。『日展史 3』p. 274. 
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  「散華」以後、なお 3 年間文展出品を続けた麦僊であるが、大正 7(1918)年ついに
新たな美術団体、国画創作協会を設立する。それ以降は文展に出品せず、国画創作協会が主
催する展覧会である国展への出品を中心に活動しながら、研鑽を続ける。しかし、昭和
3(1928)年国画創作協会日本画部は解散し、麦僊はその翌年から、文展から帝展と名を改めて
いた官営展覧会に復帰し再び出品する様になった。そして帝展では出品作が宮内省買上とな
り、審査員に任命され、また内閣から帝国美術院会員に任命されるなど、画家としての高い
評価を固めていくのである。 
 
おわりに 
 今回ここに紹介した書簡は、麦僊が「倶舎曼荼羅」の研究・模写を基に制作した「散
華」が文展に入選したため、模写の便宜を図ってくれた東大寺に対して礼を述べる旨の書簡
であった。一方で新しい日本画を模索しながら、他方では審査員の目を意識して古典的主題
に取り組んだ麦僊であるが、その奈良研究の様子から、古美術研究は単に審査員受けを狙っ
たものにとどまらず、美術家として充実した研究となったことがわかる。それゆえ、褒状と
いう結果に内心不満はあっても、東大寺の清水公俊に作品を見てくれるようにと招いている。
この書簡を手掛かりに、芸術の改革を求めて文展を批判しながらも、文展出品作に取り組む
過渡期の麦僊の苦悩、そして古典に拠りつつ斬新な構図を取り入れて制作された「散華」の
存在を読み解くことができるのである。
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 ＜図版 1＞ 表書き 
      
 
 
 
＜図版 2＞ 封筒裏面 
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 ＜図版 3＞ 書簡 
   
 
＜書簡翻刻＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
翻刻に関して、前田徹（兵庫県立歴史博物館）、五十嵐公一（大阪芸術大学）両氏のご協力を得た。 
ここに記して感謝の意を表する。 
 
 
 
拝礼
 
秋冷之候、御変りも御座候なく候哉、伺上候、其
 
後御禮旁、一度 伺可申上筈之處、文展
 
出品事は時日切迫の為、殆ど夜改製
 
作に従事致し居り 有様にて、意外之失禮
 
あしからず、 海容被下 候、其後未
 
成品なから、出品致し置き候處、幸にも合格
 
一重に御力添への御蔭と奉堅謝 、其後
 
小生も郷里病父見舞 為、さル十 日京都
 
出発東京文展観覧の上 さル廿日当佐渡
 
なる生家に帰宅致候、御風分之通り当
 
地山並海の孤島之事とてハ、雲りたる空と
 
冷たき風とは名物にて、殊に一昨日の如き
 
霰をさへ混じ候程ニ御座候 幸 病父
 
病気もさ程重態にて無之候へば、三四日中には
 
再び帰京致すべく候ニ付、京都 の頃
 
（来月廿五日より半月間）御上 之御序ニも
 
有之候へば、是非御立寄下され度、先ハ
 
追状可申送候
 
早々
 
 
廿二日
 
 
土田麦僊拝
 
 
清水光俊様
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
侍史
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 ＜図版 4＞ 土田麦僊「散華」大正 3(1914)年 大阪新美術館建設準備室蔵 
 
 
 
 
  
－  99  －
土田麦僊の東大寺宛書簡と 「散華」 について
 ＜図版 5＞ 「倶舎曼荼羅」（国宝） 12 世紀頃 東大寺蔵 
 
 
＜図版 6＞ 竹内栖鳳 「散華」明治 43(1910)年 京都市美術館蔵 
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